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カーネギーホール NY郵便局
おわりに
　アメリカ現地研修を終えて私が思ったことは、アメリカという国のスケールの大きさだった。事前学習の講義等
でアメリカはとても広大であらゆる点で圧倒的なパワーのある国だということを聞かされていたが、現地に到着し
て、そのスケールの大きさ、パワー、エネルギーは、予想をはるかに超えるものだった。広大な風景、巨大で大胆
かつ独創的な建築物の設計、多様なビジネスを許容する街の雰囲気、世界中の民族が集中する超多民族社会、すさ
まじい競争と戦いの社会が醸し出すエネルギー、激闘の生活にもかかわらず忘れない人間へのやさしさと気さくさ
等。アメリカ現地で見て体験した全てに、圧倒された。
　１年生の時の中国の研修旅行では、留学生が言葉の面等でフォローしてくれたが、今回のアメリカ現地研修では、
基本的に日本人学生の私達が主体的に直接現地の人たちとコミュニケーションをとりながら進めていくスタイルを
とったので、悪戦苦闘の連続だった。その分、能力が伸びたと実感した。
　帰国後、私は今回のアメリカ現地研修の経験で得た力をベースに、さらに自分を伸ばしていこうと決意した。世
界はとても広い。海外に行ったことのない学生や、大学に入りまだやりたいことの決まっていない人は、是非海外
へ一度行ってみてほしいと思う。とにかく日本を出るだけで、新しい考え方や発見にめぐりあえると思う。
